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R I の翡壌年の絶対須り1 史

渡廷

1 まえ1]\''ぎ

錆

RI の放射能限度（か稟年）の絶対吼憤この方法には槽卑線源ヌ II阜知昇約祝を 1社・て未知訊朴
の放肘観肱痩と比穀渕足す｝オ；公かみ 39|1.:: •のが広 11 箇便 1• あ 3 反1匂樟季繹i雁力i"/灯 l t ,AJて'
3 f’ 鳳 I-= 八｝てきてt秤葬碍源遣恨叶度y/.J£.. 1-.: 勢す Ar; l i。 ーオ 2 A91 り止 1'5 ，毯む蒻l足
戎 m瞑1 松f/1｀序駐li 1 篤胃 1 火＃I9) 1'• あ））喝見：：：卓和叫ぽ<,0\) 3 tJI 1 琲l定朴厄 r不り尿
Iこたし：てあ 3 移疫ずて•高 L す 3 ：： tか1' ざ 3， 虎介存在憶q丁にラ叶足百灯えば`幻いfか
翌元 1吼j足ず 3 2 t I/1 ]紅 1 ぁ乞 絶対須け麟 l こ Iす大判 L 1. 1) 位計叙i伝ノ 2) 詞計孜

戌 3) そのく包J 1) 1あ 3。 名れぞれの現'|足牙， I= （史 1刊す 3 樹出｀村恥以，戸幻心 x繰放
叶（耽記l危手捕｀蒻 I二よ＇）か鬼す 3 RI) t 1 lす大襄覧た 3 。 兄の他'1) Iヤ KI9 冠＇1/,c などのエ
i、 Iレギーの IlI さヽ＼戸愈泉のみ出ず KI のう印＇浪 l皇 l(; 如芥訊1計如いあ砂氣l＼紐恥|に戸疇
なし..があ気 LIi千こ小りの 5判戻ォi広"'i疇（全t l て戸り紅す）につ 19 t述 1'•I っ五嘆l搾L
1 "斥枝術 1 み 3 名げ信恥. J:が’；扉1|認叶の作 9 ;a-なtーについ 1 虞•• 3. 

2 4 冗計 3文つを＼
4叫清 I呵叫署の乎に入れ 1試料 9＼りあらゆ 3 方伺 I~ 出 3 放射繹遺幻砧う

にほって、、る。憂 1'j?ff.王用的に (T 品t団靡 r不j m•• み 3. 4畔t孜知救大の特表（古庫九』危

1 捕翡ーヒり）紺喝m(EC雅湛） RI も行， l, 1 備喝盤了 1; /... t危慮/-::入爪 1’・／＝佃t" 9I硯訊匹？ 3
ことであっ'l,俊磁の（詞履詞1//1｀摩に靡t鸞連 5 考えf『1}1‘ り項＇］吏可 3 /¢雨 9 ＼、あ 3 <1)（こ疇して大
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1：：牛叫欠 I広 51吼ヽ・れば絶対測定 nI筒阜J-:: 1' さ 3

: ：［こ言}I IJ \rI)3。正：ぃt列；ど］：こ：：l □］ ［さヤー―;:--4/、3\ |¥  , 
ぃ 3 4fL.計！這の帽盈名 1 'Kl 1 1-:: 示す。名渭 I戸 L ヤ
千の叫這の I a] にお、いた材）！板のい•le 1i・（゜ 1国 1 各稽紅計殺庁 X 緯源
従っ 1 §恥危、＾灸応霞 1二麟で計紋力＂ス，て布、さ 0I
入行 It 4t,ばなりねの 1" 力＇’J.. 7 P ー記内 lo な 3, 計ほ1)'• 7、(::; PR かJ.. 9 けメクンか｀ス a I司 II 比 4吋叶
装臀t l 讀り作させ項偉 rIQ 11,• スで 1月ぃ砂計枚摩 l 1..裔 k石させ 3 tも今かみJ. 心t
」もーた豆かあ~ fl\"計紋程しの少疇角tして會n 作 3 f 3 tも冷 bl 匁＼ IO
仁叫這に琢求て水 3 特，if n 沖ー＇；；氏（可，陪 1疇印麟 Iこ 11· み 3 ：：し切｀大守てみ 1.

愧株 I：：：よっ 1試村飢り出 3 戸§界0)—叩心へ" -:rかて詮年C 09•• 1 ょ ')(l ，ざく斥 3 f\令 ~I' あ 3
の 1,. 、直食で虚 1 3。 し｛の＇わ Iで 1'ラト一剛性であつ。 1゜ラトーの届ぃ二 dlf'要 1' わ 3 カ 1" 特噂

叶r1) 11しさいこ'L fl\•犬卯 1•• あ 3, i賛パ色い」P iり[ II)涅i:L_ 1-:: I月}, 10'? ~-特性の哀:t 11: 
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計孜庁（刀9の枡因口疇t 3 0¥ 牙如心I· le i)野謬の虚釘紅i f性，入疇＇度り試糾汲襄
（訳科｀ ＂性な,...) 1,:: t I打直す 3。 t鱈器の墨屡ら特，tI l9 tt叫叶故壻I: l 1 仁計鱈

雰； 直(/tでせ 3 t易ぶ遭 I-:. 大匹 1"計仮培口出 3 1言号／ I°1し入の大いす` 口｝ は l~ IO t））／｀止の経 1B 疇戸のて大修号1J，入った［も令仁t 0鱈厖 DI
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叩透の叶仇序~ /vt, Nり I句ガりさ直培さ浜 3,1 l= ¢ね：た応叫這— 5 Ntiしすれは＇’坦置によ
3 りい収 A I1 2訊 1’’ わ小されJ.

た Nt-N1/Nt←ぷ (/) 

た） l 試札戸凋·I 膏K壻 l二（月 lT ら康tい 3。 従って阜の叶及千 N1炉訊1ボ‘めらい。

ぶ厄 Ntbパー舟 (2) 

オニの方；広 1-t寸ント＂ィ、1 今注と玄られ a 方滋て｀＇ 九ー 1国の計数 1" Nt1,屯求め 1 つぎ＇｀ I= 叙｀叶腹と

同じ腹 E 鼻屑り上 l：：『届って和 1町の直 Ntbノを点めかば A Iすン試‘1"岨えられふ
A == 2 (Ntb -(Ii厨）/2 Ntb - Ntbノ (3)

晨役 I二互計荻鷲置使 I肛這責 m 直1‘‘ る。 りくのt易令 4パ葎和少00吋釦鯰
ざせ 3 ら ’l 襲かl, E 支店口純、玲炉ル面足泣 l 1 0) ~/庸を，量 2 ンテ‘ンす一ノデ幻 7゜ 1 ワ＇っン
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疇 rぁ] /)1‘' 叫謬内外の渇度を II，ご＜惰っ"'- t fJ I大 rp ？ぁ 3,

3 I司 oi叶牧迂，

2 ii恥奴知樟i叶えIT げ終 10 II 玲，．て “`1 ~ RI の放りす妓茫な 5 ，戊＇ぁ 3 オ［広'7/—穏
であ;?. = 0) -;rぽのぷ祈 It訳粁↑の戸甜．炉咄牧、の化紺を令竺！又 lす荘’人t屡げな I ＼こt （'炉。

I i L 訊渇ぜ\-::古つて 19憶オ心さ襄;z_行，ナ人 Iす斥ら了｛蛉i TE 詣屯；；［ 5 才，り四て1す「岨 /)1困

薗r: fr J. l !tl 'I：：：戸―f同時計な誓］17) 7‘｀ロッ l \¢阻 I年元，f, ~線う原
倉 N を訊叶の崩噂亨ゅ， Wr, Nc 5 それぞ池戸，『， 1月 ef叶及屡
の計i久序とす机 lば＇国 □ 翡喝迎了示了 RI ['I f乳｀か1入＇） ；っ．

N戸：：： N そ戸ノ Nr = N Er , Ne = N EE ら （佐）

上灼 If T ffらばそれげ疇， r,¢皐裕這の詞鱈予て
ぁふ り足っ 1 (4）式［ ［）ン佗も’hl 1〖ぅ爪気
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] ] N= N13ｷNr/Nc (5) 

徒って£戸，らか＇’わかりなくてt Nr3, N, I IVC'を項l足すれ 1食訊月
の翡喝乎ク\"棗めりffl. :'i, さらに (4) 孔‘よ＇）句蝕器 OI 計荻疇1JI

I図 4 図 5 祁｀あり水 3,

£戸＝ Ne/Nr- J Er=- Nc/N13 
這の 1り（バ這＄ーのよう疇かtを示す RI I二 4 蹂んt- 1 の 1 這用す 3 二と力1'

で｀ 3 }, If.:..、 [)1 (~ I, I: 示す RI t ,I(5)内 1：租ち 73 式‘t (1 窄叱か1号ぅ小ふ

麟＝ N ｛ I - EP2 （ぞPI —弘） ( en -Er2) } 

Ne E€が／ £n + P2 E戸2 er2 
(7) 

'1 r.: Iり 41：示月翡t鷹祁 1 t r年町か和挽疇ネ見でさ rrI, t騎k'• 訊 le た 3.

ご＝ N ｛;|+士勺 (l- Cp)} ぼ）

(6) 

図 6

(8）代 1中 d lI 1月打鱈（和故で h う。 (7), (g_)内 11し｀を隠 3 Y一茄旦井Jf.しの叶の乍主着［碧吃によ 3
韓這てみ 3 。 1応て:l ?噌靡碍訪 r す 3 RI 1’' りに倉t序息雑 Iこり陥位 NC 0\到
庭（』のみて 1 な N を求め 3 こ'G It順l2 戸。 1町 3 の了線袴疇に l°t現在袷出効和いMiI

屯 1用いたシンチレーシ3 ン計救管1/1' 用いら dt 3。一方戸鱈出屡に 1古 G1'1叶穀哨文 1-tアo.-/ラ仁紅
を得したこ二今しーシ3 合t枚哨力1 i < I用ヽ 1 らい。 I 1J1 L 疇 l＝よっ 1 4亨叶孜哨屯戸麟這と

しti刊 II) tも倉.()\'あ＇）汎児岳を4-n□I~叫げぶ置 4) とえ＼ I J “”-m詞雌江cC穀支
¥ i.次 1-: 這T＇ 3 分 '1 [ 1JI あ 3‘九に 1騎 Tで知呵定 I=- ぽ用されら 訪めち釘 1 になy位）又ぽ
(e）代 1::. 示す袖’¢項 01＇虎 l：：上(_な 3， 又 N戸 Nr tt「リ短時 18] て＇，高籍炉順 9I'謬 lこ危 3.

4 訊村腹0) 4乍リ方
仁計知， 1-:: ほ用ざ水 3 す吋噂 Iこ訂’ざれ汀這疇（て桟精的 I：茫（さ~ j蓋沢ア Iレ
1J ?行と｀の菊，~ 1-:: あ 3 耗度釘えられ3 二と刀I~/印てみる。 薄痛叶打糾 l: 1T 祷 l勺合／虹 l利 I
りか~ 1J1·· 因 L の［も含樹脂であ 1, 現fc_ Ct穀的羨(|月 1，ら dして II 釦のは VYN SS) (応JA CMWI'んと
応砂flee｀花詮ね）でこれ E ⑳古t; i冷吐（たtえ I ず＇9 :...？い行／ン）疇舒 L 水面J:.1忍向恥
屯利用 l 喜株にす 3り 1k面丘藩肪這拉 I印l7J薄ぃん属啜にす(1, .kバ ：：のような疇t /0燿記
許條直牒~ tt殿的考呂に\'ft 1 =とかて 3 3. ：：の叶寓豚のい布 2 I てす吋゜ン 6）ノニ )-12 セ IL i;?ース｀＇
fJど't (日いられ気 珠(e- 4-叩t松ぽで（7 （疇瑾§ ITJえ{ /I I うす青入ゴ小 3 阿莉'/II`'” ヒは 3 ::: 

t 1’ あ 1 ：：のかぅ疇ん、二 l、ロセ 1し P ース＂か l司＼，ら小 3:) 訂父も1·:悶f ----A  l褪匹
上述のようにして’屯った薄謄 IT 尊守性 I= t(? l い町＇叩遺［て : ‘0? i 1 1，6fつミ～文上唸；l匹
" 1 "I7翡＼舟える。 従ってこ広這（ね k 蕩腹立 l-:: 合, ”i 1:[/—`,I;~, 
了 Iし芝ウムナi t̀ (/'J“`沼歪嘉＼ 1 導食竹を:f:た1! 3。 ，孤℃。• ふ:-(:-----
国 7 11 紅，危 IごJ:: 7 t叫·2^ tぼ加す 3 材．戸矛、す。~) ：：の IO Iり 7 §瓢膊凡計胴 (loco)
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よ') /0 り／c以 2 程度の倉這んす·u-1 争J]I'み) -=. t 1)1" HJガ I ~, 

5 測定訳 1叶の仔C') オ
今 1 で述'1'た二℃ 1Jしら PI｝りかIJ)よう 1-= 叫だ喝詈が正 L （訓歴てか祗ゆ（ 1 万ぷ II" 湧91 立遣這ゑ

ほ 3は人 'C i叩 91 足訳叶へ循危 Iこよ？叩 3。訳秤のもっtt "な皮 1-;: 疇t7)月ぃ訊'/JI' 少;" :口·,＾沿五

研麟かり灯'’3 靡 011紛湖且...,千衿t 1 印＇土す 3 =-i:.てあ 3．このようほ訳科の｛恥オヒ叶和ぁ

3 がえ{ f lす 1淡翫t ? t繋fr リー傲約存オ！年「ぶ＂よう 1· みJ :)岳t沿象 rr オi玄 1-;:訳碑" L疇
滋 E l祠下 l 1 窮燥す 1 1 I[ 1み 3 OI; ：："'すi宏 1·qc 7謬＼粁は紅晶釘ー評知り？ t訊＇渇（松叫斗ぼ
謬I 。 1 = 1 遣のJ:ぅ\c. L 1.出i這出江にも、萎'1沿1くを一ii匂加え 1 1髯p £浩明し和やt'O〉~I古
註（七?jL ,l_ f1 t虚麟↑ 1·討燒す 1 すは 1 CC 点が）かり！し1 ⑮ /J｝怜孤3 嗚今01 が(‘t0，唸／2•3H} tTと·
に二のすii.'E用いて •‘‘‘1" or 化に））。さらに言叶麟」心叫匹イト歌｀匂恥緯記 PV狂
麟＇3) i加えて食燒す 3 ことに F 1 か斥試叶 PI‘'符りれ 3 ． 断疇＝ ；りi記如放身サ直わり
よぅ't所 3 t易か傘利戟に祁下 l 匂ぶ液叶巧知切fヤり 3, 項冽応迂丑凸校戸駐臼叫

屯 I司し1 たり／遺贅 5 戸ド叫｝，前名ば尚下す 3 席i夜骨1JI 少ぃ（噸9瓜）の 1" 甘危立ヰ 3 二とか［□1
しい。 応心い呵知 II 叩i£ fJt ｧ （同 II ぅ如 Il3 /JI・ザ評の高、翌奇賓戸袖戸翠的3,

6 訊｀叶和疇くの吼収岳直l 皇麟，
疇可1 令會 u 1 f舟バ紅戸 RIげ麟0)ように同時叶如 K よ') [iい＆囀 htポあ孔砂＇’J

／℃,唸のやさ純ぃ枚射休t'l下偽ら〇＼が謬 1`•(Jし ~1環舟をポあて樟＇正さ竹う咲‘匠1J\m. m 訊1

に対t t、ヽ＜つかの試み1J\’'あ 30l'、農上よ（行われか1 3 の IT 効和レーr- i名であ 3 。 巧詞 II/f、特

ふrionI Memtt1りら F よって秀案王 6aeY各呵珂 I計）ら Iごぃ墨和豆．攣灯ば仁臼詞
計炉賜置を 1月 I'~。ゎ••姥叫艮 l 凸l:. ; }末知試什（A）0)洗iオ史のー足暑 I= 別の RI (I叩釦

紅戸） （B) でi麟遺畔i魔な叶1JI? 1. ll3 愧応—錢 E 912 這和疇mm。も渭{fl)屈

が（6) 追 4桟を1J)! i底 L 1 目諷奴和恩な 3 灌）定訊叶 E ｛い。条訊糾の月し卜鱈和(8)0試·lf hI ら
出 3 直 5 祈 11) L 1.戸 l月叩thi玄も叶 I司（ 1 [和）足戸． このようにして自乙汲奴簑と (A) 心秤
叫数が 1打ぅ令を戒切（3 し王清 Al骨卜な 3 訳糾（A）の叫碍 5 外神 IC ずつて 1柑ぁiJL I凸心I"
(A) /l'/自い諒 5 倉i存ぃ直になJ, このオi乞，の含ぢ 1厄検討戸汐 K たとえ！T” 什）の訳i仔t

膚戊i，t 3 RI 8 用い叶，C I 月 sntiたi牙 1 ＂｛店（甚さ1t，b この（直と効乎卜しーサーi知J' 3 （塞と
比較（た名累よ＼l -奴か見り小た。 cAJ ~ C8J /7 化今坑）であ 3 ＝とか‘・ダ倖 1 あ 3 /),.. I V炉性の

IS) 

よヽヽ言ぶ札 1らぁ知·'犀「j 3 虔な訳‘科 1`, tょ ltしす 3 森昔 ヵr• あ~. 卜 L ーサー'c I t用い 3 紅 K

Iな和国1 りが戸ヽt慕のエネ 1<- fーに近く I f}tつ柿咽炉簡阜斥t ^“1 （い。 佑なと＂
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